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これからの生涯学習とコーディネーター

松田恵示 (文科省生涯学習調査官・東京学芸大学)

+
本日お話しさせていただくこと

�生涯学習の内容→「遊び」と「学
び」は、どうして「豊かな人生」
につながるのか?

�生涯学習を「コーディネート」す
るためのポイントは?



+現在，国が取り組んでいる「地域全
体で子どもたちをはぐくむ仕組みづ
くり」
�子育てに関する学習機会や情報の提供などの家庭教
育に関する総合的な取組を，関係機関が連携して行
えるよう促す

�広く全国の中学校区で，地域が学校を支援する仕組
みづくり（学校支援地域本部）の実施を促す

�広く全国の小学校区で，放課後等の子どもたちの学
習・体験活動等の場づくり（「放課後子どもプラ
ン」等）の実施を促す

地域の方々のボランティアとしての教育参加が
キーポイント

+
ボランティアとして教育活動に関わ
る動機とは?

�「社会の役に立ちたい」

…利他的関心

�「自己実現をはかりたい」

…利己的関心

共通するのは，「つながり」を生み出すこと
→教育活動の内容=「遊び」「学び」について考えてみよう



遊び遊び / / 踏みしろ踏みしろ
足足

車のブレーキペダル車のブレーキペダル

1.1. 「間」「間」

2.2. 「動き」「動き」

遊びって何だ?

上上

下下

3.3. 安心感安心感

シーソー遊びシーソー遊び

不安定さ
の面白さ



+
遊びの3条件

��「間」「間」

��「動き」「動き」

��「遊戯関係「遊戯関係((安心感安心感))」」

つまり、「遊び」とは「つながつまり、「遊び」とは「つなが
り」方の名前のことり」方の名前のこと!!

+
学校の先生方との連携をはかるため
に東京都の学校教員の年齢構成(H.19)

若返る先生集団



+
学校教員の勤務時間量

平成18年度文部科学省委託調査「教員勤務実態調査（小・
中学校）」報告書

+学校教員の仕事内容



+

+
教員の組織文化とは?

� 「ティーチャー」ではなく「先生」

� 「みんなに公平に」が最優先

� 学年単位での組織決定

� 個人の判断よりも、社会的な承認優先

� 秩序の保持と集団指導

� 「昨日まで学生」でも「今日から先生」のプレッシャー

� 一番難しいのが職員室の人間関係

� 「話」は「する」もので「聞く」ものではない?

� 「話し言葉」より「書き言葉」



+
連携のための原則とは

� 3種類ある連携のタイプ

「補填型」「リーダー型」「新しい役割型」

� 「手間をかけない」コミュニケーションのすすめ

� 話の内容と、話す相手をマッチングさせよう

� やりとりは、書類に残して

� 情報・機密保持

� 相互利益の視点

+
連携を効率よく行うために

� 定期的で効率的な会議(打ち合わせの場)の設定

� 共通目標の設定

� 協力内容の線引きと役割確認

� PDCAサイクルの確立 (ボランティアだからこその振り返り!)

� 共同作業、交流事業の実施

� 広報作業の充実、公開性の確保



+
「学び」に現れる「教える/学ぶ」関

係
子どもがこれまでの経験
を通して実感している
「自己の世界」

無限に広がる
「外の世界」

「中間領域」

案内人として
の「大人」

子どもの成長

つまり「学ぶ」とは「つながること」

+
「甲斐がある」=「豊かさ」とは何か?

自 発

強 制

社会的
関与

孤立

気晴らし

「ねばなら
ない」労働

遊び

学び

ボランティア

ボランティア



+「人はみんな同じではない」ことを
まず理解しよう

�だまし絵の世界

同じ「絵」を見ているのに、どちら
を「図」と捉え、どちらを「地」と
捉えるかは、人によって違う。

見えたもの

同じ絵

見え
ない
変換
装置

一人一人の「頭の中」

見えたもの

+
「つながり」を「コーディネート」
するために

�「共通=みんなの理念・みんなの約束事」と「個別
=ひとりひとりの考え方・ひとりひとりの創意工夫」
の明確な区別

�「コーディネーター間の情報交換、チームビル
ディング」の機会

�「自分も楽しい」を大切に


